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紫 石 縦 215× 横 340× 高さ 305(cm)

長
垂
と
い
え
ば
、
全
国
の
鉱
物
愛
好

家

に
と
っ
て
は
、
是
非

一
度
は
鉱
物
採

集
に
行
っ
て
み
た
い
、
あ
こ
が
れ
の
地
な

の
で
す
′。

能
古
博
物
館

の
南
南
西
の
対
岸
に
、

山
が
海
岸
に
突
き
出
し
て
い
る
部
分
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
長
垂
山

で
す
。
生

の
松
原
海
水
浴
場
か
ら
長
垂
海
水
浴
場

に
い
た
る
間
に
、
岩
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た

海
岸
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
分
が
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
地
域

で
す
。
こ
の
地
域

で
の
採
集
は
御
法
度

で
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

実
際
に
採
集
で
き
る
場
所
は
、
な現
肥

線
長
垂
ト
ン
ネ

ル
の
上

の
朝

の
中

に
、

か

つ
て
の
ズ
リ

（捨
石
）
が
あ
り
、
すこ
の

部
分
で
採
集
を
行
い
ま
す
。

長
垂
の
リ
チ
ウ
ム
を
含
む
雲
母
の
存

在
は
明
治
二
五
年
頃
に
は
、
一
部
で
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
正
十

二

年
に
開
通
の
北
九
州
鉄
道
長
垂
ト
ン
ネ

ル
（現
在
の
Ｊ
Ｒ
筑
肥
線
上
り
線
）
の
掘

削
工
事
の
際
に
は
、
美
し
い
岩
が
沢
山

堀
り
出
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
長
垂
の
鉱
物
を
初
め
て
学
術
的

に
分
析
さ
れ
た
の
が
九
州
帝
国
大
学
教

授
の
高
壮
吉
氏
で
、
昭
和
六
年
の
こ
と

で
す
。
そ
の
結
果
、
学
術
的
な
価
値
が

非
常
に
高
く
、
保
護
の
必
要
性
を
訴
え

ら
れ
昭
和
九
年
十

一
月
に
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
昭
和
十
五
年
か
ら
二
十
年

ま
で
の
間
、
リ
チ
ウ
ム
鉱

の
採
掘
が
行

わ
れ
、
鉱
石
二
百
ト
ン
が
採
掘
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
現
在
も
そ
の
跡
が
残
っ
て
い

て
、
そ
こ
か
ら
や
そ
の
周
辺
か
ら
種

々

の
鉱
物
を
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
と
は
、
日

本
名

で
巨
晶
花
闘
岩
の
こ
と
で
す
。
通

常

の
花
南
岩
は
長
石
、
石
英
、
雲
母
か

ら
で
き
て
お
り
、
個

々
の
結
晶
の
大
き

さ
は
二
～
三

脚
程
度
で
す
。
こ
れ
が
巨

晶
花
闘
岩
に
な
る
と
数

ｃｍ
～
数

ｍ
に
も

な
り
ま
す
。

福
岡
市
お
よ
び
近
郊
に
分
布
す
る
花

南
岩
は
、
糸
島
型
、
深
江
型
、
北
崎
型
、

早
良
型
等

に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
長

垂

の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
は
、
約

一
億
年
前

（自
亜
紀
後
期
）
に
早
良
型
花
南
岩
の
マ

グ
マ
が
冷
え
る
過
程
で
、
最
終
的

に
回

ま
ら
ず
残

っ
た
液
体
に
リ
チ
ウ
ム
（Ｂ
）

等
の
特
殊
な
元
素
が
濃
縮
さ
れ
、
糸
島

型
花
南
岩
の
隙
間
に
入
り
込
み
、
冷
え

て
回
ま
り
、
結
晶
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
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地
下
深
く
で
ゆ
っ
く
り
冷
え
て
固
ま
っ

た
花
尚
岩
類
の
上
部
の
地
層
が
浸
食
を

繰
り
返
す
と
同
時
に
、
地
盤
が
徐

々
に

隆
起
し
現
在
の
よ
う
に
地
表
に
現
れ
た

も
の
で
す
。
一
億
年
と
い
つ
長
い
年
月
の

ド
ラ
マ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

長
垂
を
代
表
す
る
鉱
物
に
は
、
見
た

目
の
綺
一麗
さ
で
は
、
紅
雲
母

（リ
シ
ア

雲
母
）
と
リ
シ
ア
電
気
石
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
紅
雲
母
に
は
三
種
類

の
産
出

の
仕
方
が
あ
り
ま
す
。　
一
つ
目

は
、
結
晶
が
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
紫
色

の

塊
と
し
て
産
し
ま
す
。
地
元
で
は
紫
石

と
呼
ば
れ
て
い
る
タ
イ
プ

で
す
。
二
つ

目
は
、
六
角
板
状
～
柱
状
の
結
晶
で
産

す
る
タ
イ
プ

で
す
。
三

つ
目
は
、
結
晶

が
湾
曲
し
て
産
す
る
タ
イ
プ

で
す
。　
一

つ
目
～
三

つ
目
に
な
る
に
つ
れ
結
晶
は

段
々
大
き
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。

リ
シ
ア
電
気
石
は
、
色
の
違
い
で
名
前

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク
色
の
も

の
は
紅
電
気
石
、
藍
色
～
青
色
の
も
の

は
藍
電
気
石
、
緑
色
の
も
の
は
緑
電
気

石
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
れ
に
黄
色
の

黄
電
気
石
が
産
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
に
日
本
で
は
長
垂
で
初
め
て
発
見

さ
れ
た
鉱
物
で
す
。
聞
き
慣
れ
な
い
鉱

物
の
名
前
ば
か
り
で
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
お
許
し
く
だ
さ
い
。
リ
チ
ウ

ム
と
い
２
死
素
を
含
む
鉱
物
は
、
ア
ン
ブ

リ
ゴ
石
、
ベ
タ
ル
石
で
す
。
エ
オ
ブ
と
タ

ン
タ
ル
と
い
２
万
素
を
含
む
鉱
物
は
、
マ

イ
ク
ロ
石
、
マ
ン
ガ
ン
コ
ル
ン
ブ
石
、
鉄
タ

ン
タ
ル
石
、
蒼
鉛
タ
ン
タ
ル
石
で
す
。
セ

シ
ウ
ム
と
い
う
元
素
を
含
む
鉱
物
は
、

ポ
ル
ク
ス
石
で
す
。
以
上
が
文
献
上
の

も
の
で
す
が
、
モ
ン
ブ
ラ
石
や
マ
ン
ガ
ン

タ
ン
タ
ル
石
も
長
垂
が
実
質
的
に
日
本

で
最
初
の
発
見
に
な
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
日
本

で
、
長
垂
だ
け
に

し
か
一庄
出
し
な
い
鉱
物
は
、
ア
ン
ブ
リ

ゴ
石
、
ペ
タ
ル
石
、
マ
ン
ガ
ン
コ
ル
ン
ブ
石
、

蒼
鉛
タ
ン
タ
ル
石
で
す
。
他
の
鉱
物
も

茨
城
県
妙
見
山
と
長
垂
の
ニ
ケ
所
し
か

産
出
し
な
い
珍
し
い
鉱
物
で
す
。

エ
オ
ブ
と
タ

ン
タ
ル
と
い
う
元
素
を

含
む
鉱
物
は
、
黒
色
、
赤
色
、
赤
褐
色
、

黄
色
等
種
々
の
色
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、

他

の
鉱
物
は
全

て
白
色
を
し
て
お
り
、

色
だ
け
で
は
区
別
が
し
に
く
い
も
の
ば

か
り
で
す
。
鉱
物
を
見
分
け
る
⌒鑑
定
）

た
め
の
特
徴

（光
沢
、
男
開
、
比
重
等
）

を
十
分
に
認
識
し
、
見
分
け
る
訓
練
を

重
ね
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
是
非
、
長

垂
で
鉱
物
を
採
集
し
、
鑑
定
に
挑
戦
を

ん
Ｋ

し
て
み
て
下
さ
い
。

以

上

の

よ

う

な

鉱

物

以

外

に

も

多

く

の

鉱

物

を

産

出
し
ま
す
。

暗

緑

色

で

八

面

体

の

結

晶

を

し

て

い
る

の

は
亜
鉛
尖
晶
石
で
す
。
黄
色
で
四
角
板

状

の
結
晶
を
し
て
い
る
の
は
燐
灰
ウ
ラ

ン
石
で
す
。
紫
外
線
を
照
射
す
る
と
鮮

や
か
な
黄
緑
色
に
光
り
ま
す
。
長
石
が

赤
く
変
色

（放
射
性

ハ
ロ
）
し
た
中
心

に
黄
褐
色
の
結
晶
を
し
て
い
る
の
は
ジ

ル
コ
ン
で
す
。
白
～
青
色
で
六
角
柱
状

の
結
晶
を

し
て

い
る
の
は
緑
柱
石

で

す
。
結
晶
が
不
明
瞭
な
も

の
も
多
く
、

ま
た
ピ
ン
ク
色
を
し
た
モ
ル
ガ
ン
石
と

呼
ば
れ
る
も
の
も
産
し
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
多
く
の
種
類

の
鉱
物

を
産
す
る
の
が
長
垂
で
す
。
長
垂
の
鉱

物
を
じ
っ
く
り
観
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

鉱
物

の
特
徴
を
し
っ
か
り
覚
え
て
、
鉱

物
を
鑑
定
す
る
力
量
を
高
め
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
能
古
博
物
館

に
展
示

し
て
い
る
標
本
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る

こ
と
も
上
達
の
秘
訣
で
す
。―

十　
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
ｒ

長垂全景ズリ (捨石場)

紅電気石

放射性ハロ
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長
垂
を
愛
し
続
け
、
福
岡
石
の
会
会

員
の
中
で
、
最
も
多
く
足
を
運
ば
れ
、

多
く
の
貴
重
な
標
本
を
採
集
さ
れ
た
の

が
矢
野
正

一
先
生
で
す
。
矢
野
先
生
は

福
岡
石
の
会
の
会
長
を
永
年
さ
れ
、
後

輩
の
指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
個
人

で
所
蔵
し
て
い
る
標
本
は
、
得
て
し
て
散

逸
し
や
す
い
も
の
で
す
。
長
垂
を
対
岸

に
望
め
る
本
博
物
館
を
最
良
の
地
と
決

め
ら
れ
、
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◆
矢
野
正

一
先
生

福
岡
石
の
会
　
△〓長
　
　
桑
野
　
範
之

矢
野
正

一
先
生
は
昭
和
二
十
年
代
か

ら
、
福
岡
の
鉱
物
研
究
家
の
座
右
の
書

ヽ
ノ

と
い
つ
べ
き
「福
岡
県
碩
物
誌
ス
昭
和
十

九
年
、
日
本
碩
物
趣
味
の
会
）を
著
さ
れ

た
同
本
要
八
郎
先
生
の
教
え
を
受
け
ら

れ
、
福
岡
県
は
も
ち
ろ
ん
九
州
を
中
心

と
し
て
鉱
物
の
研
究
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
同
本
要
八
郎
先

生
の
娘
婿
に
あ
た
ら
れ
る
辻
忠
吾
先
生

や
小
川
留
太
郎
先
生
と
と
も
に
鉱
物
収

集
と
調
査

・
研
究
に
あ
た
ら
れ
、
東
京

「無
名
会
」
の
櫻
井
欽

一
先
生
、
一示
都
に

本
部
を
置
く
「日
本
憤
物
趣
味
の
会
（後

の
日
本
地
学
研
究
会
と
を
主
宰
さ
れ
た

益
富
寿
之
助
先
生
と
の
親
交
も
厚
く
、

九
州
を
代
表
す
る
ア
マ
チ
ュ
ア
鉱
物
研

究
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
矢
野

正

一
先
生
は
、
小
学
校
理
科
教
諭
、
福

岡
県
教
育
委
員
会
指
導
主
事
、
小
学
校

校
長
な
ど
教
育
界
の
重
職
を
歴
任
さ
れ

な
が
ら
、
地
元
の
ア
マ
チ
ュ
ア
鉱
物
研
究

の
発
展
に
努
力
さ
れ
、
後
進
の
指
導
に

あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
三
年
に
催

さ
れ
た
日
本
碩
物
越
味
の
会
九
州
巡
検

大
会
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
は
個
々
の
グ
ル

ー
プ
で
活
動
し
て
い
た
鉱
物
研
究
同
好

者
を
ま
と
め
た
「福
岡
石
の
会
」
を
辻
思

吾
先
生
、
小
川
留
太
郎
、
木
村
恒
久
先

生
と
と
も
に
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

初
代
会
長
辻
忠
吾
先
生
の
跡
を
受
け
平

成
十
四
年
ま
で
第
２
代
会
長
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
福
岡
石
の
会
を
中
心
と
し

ヽ
＞

ン

た
ア
マ
チ
ュ
ア
鉱
物
研
究
の
発
展
は
目

覚
し
く
、
本
邦
初
産
鉱
物
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
世
界
新
鉱
物
の
発
見
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
矢
野
正

一

先
生
は
外
に
向
か
っ
て
の
派
手
な
活
動

は
あ
ま
り
な
さ
れ
ず
、
本し
自
分
な
り
の

鉱
物
研
究
と
若
手
の
指
導
に
専
念
さ
れ

ま
し
た
。
と
く
に
福
岡
市
長
垂
山
の
鉱

物
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
、
深
い
洞
察
と

鋭
い
眼
力
で
貴
重
な
鉱
物
標
本
を
た
く

さ
ん
採
集
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

標
本
を
手
に
し
て
よ
く
通
る
声
で
み
ん

な
に
説
明
を
さ
れ
る
と
き
は
本
当
に
う

れ
し
そ
う
な
お
顔
を
さ
れ
ま
す
。
矢
野

正

一
先
生
は
地
元
福
岡
に
根
付
い
た
正

真
の
ア
マ
チ
ュ
ア
鉱
物
研
究
者
、
鉱
物
標

本
収
集
家
で
あ
り
、
鉱
物
研
究
指
導
者

で
す
。

◆
事
務
局
か
ら
…

長
垂
の
ベ
グ

マ
タ
イ
ト

（巨
晶
花
闘

岩
）
は
、
国
の
天
然
記
念
物

（昭
和
九
年

十

一
月
二
十
二
日
文
部
大
臣
指
定
）
と

し
て
保
護
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
現

在
は
岩
石
を
こ
わ
し
て
採
取
す
る
こ
と

は
決
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
太
平

洋
戦
争
末
期
か
ら
終
戦
直
後

（昭
和
二

十
年
）
に
か
け
て
、
主
に
軍
需
用
と
し
て

紅
雲
母
を
含
む
鉱
石
が
採
掘
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
石
を
捨

て
て
い
た
場
所

（ズ
リ
）
に
矢
野
正

一
氏
は
何
度
も
足
を

は

こ
び
、
長
年

の
間
調
査
を
続
け
採
集

さ
れ
た
岩
石
は
大
切
に
保
管
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
岩
石
を
、

ま
と
ま

っ
た
ひ
と

つ
の
資
料
と
し
て
当

館
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
同
会
事
務
局
長
、
野
中
利
久
氏

や
事
務
局
次
長
の
濱
崎
和
博
氏
等

の
御

協
力
を
得

て
現
在
四
十
九
点
を

「長
垂

の
ペ
グ

マ
タ
イ
ト
」
と
題
し
て
展
示
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
回
の
能
古
博
物

館
だ
よ
り
発
行
に
際
し
鉱
物

の
写
真
は

す
べ
て
浸
崎
和
博
氏
に
撮
影
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
紙
面
を
か
り
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

野外探査中の矢野先生

天然記念物 長垂のペグマタイ ト岩脈
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考
ン
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一ン

鉱物名 1倉鉛タンタル石

学 名 t Bismutotanta ite

開褐～黒色で、ペグマタイ ト中にItE雲母を伴つて産する。
日本での産出は、当地だけである。

鉱物名 iアンブリヨ石
学 名 :Attbly9on te

含リチウムペグマタイ トに出る。

曽通塊状。自形は未産出。

長石類とのちがいは、乳白色で、透明度がやや高い。

鉱物名 i亜鉛尖晶石
学 名 :Gahnle

暗緑色の色だけで、他のスピネルと区別される (黒褐色
は稀)。

粉末にした色は灰色である。へき開はない。

鉱物名 :マイクロ石
学 名 I Microlite

黒色～黒褐色で八面体の結晶で産する。

Ｈ航
服
＝

響

比重は



！一　
　
の
！！！　お』

！
！　
　
な

て

！
！！ ！！！ ！！ ！

い

的

！！

ｉ　
ｏ

や

！
！
！　
＞
　
ヽ

一■

■

り

性

！名
！名
ブ
詣

！帥
一
乃
で、

！！　
　
も

だ

！　
　
に

色

！！　
　
帯

し

！
！
　

成

但

！
！　

変

ｏ

■
！　
　
触

い

一！
　

接

多

！！　
　
　
ヽ
が

！名

名

マ

ヽ
正

！物

　

グ

し

で

！鉱

学

ぺ
産

け

鉱物名 十燐展ウラン石■■ |■|・| ‐|| ■
‐|

学 名 :Autunttё
ペグマタイトや堆積ウラン鉱床からも出る。
四角板状結晶。
黄色～緑黄色。紫外線で鮮かな黄緑色の螢光を出す。

(5)第 44号

餌物名■卜がズ(黄工)‐|‐■‐■■■|■|■■■|■
学 名 :Topaz          ‐     ■

ペグマタイトに産し、ほとんど無色透隅、縦条線のある
斜方柱で、ダンブリ石によくにているが、 トパズは底面
へき開あり、硬度も高い。

六角柱で縦に条線のあるものが多い。
風化すると白色～淡褐色。

能 古 博 物 館 だ よ り

！価帥イト中。↓こ無色。

一名…
名…
考
稀ヽ

物
　
グ
色

！鉱
学
ぺ
緑
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ン
ン
ン

！　
　
紛
晶。灰
！」ｍ打印申

名

名

ぺ
色

表

ｏ

物

　

に
黒

し

る

鉱

学

主

褐

但

い

む

。

一畠
る

に
す

ム
産

ウ

で

チ

晶

り
結
ヽ
状
で
板

物

の

石

絶
鋼

随

ク

ｋｅ
す

は

ク一
的

艦
丑

族

緑

名

名

石
黄

物

　

泥
　
ヽ

鉱

学
緑

白

冊抜群。
状

開。葉片薩
中

底

的石
　
ｏ

成

る確腸
ヽ
力

岩

弾
つヽ
　
ｏ

母
ｃ。ｖｉｔｅ花ヽこ鵬

要

幡
卜

板

自

Ｍ

イ

角

夕

六

名

名

マ
は

物

　

グ

形

鉱

学

ぺ
自

ナ

辞土
糾 1

紅電気石 (リシア電気石)  鉱 物名 :藍電気石 (リシア電気石)
Rヒ|もellite (Eibalie)          号彗 名 :indi9olite (Eiba te)

モンブラ石等、他のリチウム鉱物を伴つて出る。

一般に曲がつている。

気石) 鉱 物名

撃 名
VFI雲母、ペタル石、

、緑電気石がある。

合する傾向があり、

一！！廿
中帥れ中咋

！　　！繭的段麟↓よヽ密

ウ

じ

石

名

名

チ
応

気

物

　

り

に

電

鉱

幸
）
含

色

紅

将

十

輩

肇

・
‡

よ到
趾

巾

ｗａ‐ｄｉｔｅ
帥

釣

施

ン

＝
今
口
雲

く

チ

ＺＩ

を

ド

よ

ム

ル
が

名

名

ウ

ヮ
と

物

　

チ

ン

こ

鉱

学

リ

チ

る

麒
・‐‐1年

トパースが共存してい



≡
≡
■
夕

ｏ
く

(7)第 44号 能 古 博 物 館 だ よ り

響 瞥 1鯖 晶 惜
唯 畠妨 |■ ‐

理 牲 1鯖 晶 ♂ 即
IP六 |■ ■ 製 宮|1鋪 品 蟹 序

'た 叫 |||■

織雲母、リシア雲母、紫雲母などいろいろな名前で呼ばれている。リチウムを含む雲母であるが、まつたく雲母とは思え
ない微細な晶塊で美しい紫色やピンク色などもあり、磨くと透明感があり土地の人々は首から 「紫石」と呼んでいます。

ン
ン
ン

ン

ン

▼
筑
前
亀
井
学
（常
設
展
示
）
で
は
「少
栞
の
生
涯
」

と
題
し
て
亀
井
少
栗
の
扇
面
や
屏
鳳
、
掛
軸
な
ど

を
、
ま
た
少
栞
と
対
照
的
な
生
涯
を
送

っ
た
原
一米

猿
の
書
状
な
ど
も
合
せ
て
二
十
四
点
を
展
示
し

て
お
り
ま
す
。

▼
第
六
□
　
能
古
の
風
フ
オ
ト
コ
ン
ク
ー
ル
展

今
年
も
多
く
の
御
応
募
作
品
を
お
送
り
頂
い
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
選
者
の
発
表
、
表
彰
式
の
開
催
は
十
月
十
二
日

（日
）
で
す
。

▼
特
別
展
示

天
然
記
念
物

長
垂
の
ペ
グ
マ
タ
イ
ト

能
古
島
の
対
岸
に
見
え
る
長
垂
の
、
珍
し
い
鉱
物

四
十
九
点
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

※
右
記
展
示
は
す
べ
て
十

一
月
末
日
迄
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

お

こ

と

わ

り

「第
四
十
四
暑
能
古
博
物
館
だ
よ
り
」
発
行
に
つ

き
ま
し
て
は
、
大
変
遅
く
な
り
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
亀
井
少
栞
に
つ
い
て
掲
載
の
予
定
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
や
む
を
え
な
い
事
情
に
よ
り
延
期

と
な
り
ま
し
た
、改
め
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

重
ね
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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【法
人
協
賞
会
員
】

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
満
寺

に
原
土
井
病
院

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
帥

ｍ
福
岡
メ
デ
イ
カ
ル
リ
ー
ス

側
ア
ー
ル
ア
ン
ド
エ
ム

佃
ク
リ
ニ
カ
ル
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
鞍
信
孝

福
岡
赤
坂
郵
便
局

戸
田
正
義

国
清
医
療
食
品
ｍ

福
岡
支
店

ｍ
福
岡
経
営
管
理
セ
ン
タ
ー

備
サ
ン
コ
ー

ロ
恵
光
会
原
病
院

佃
西
日
本
銀
行

和
白
支
店

御
西
日
本
銀
行

千
代
町
支
店

伽
西
日
本
銀
行

香
椎
支
店

隅
西
日
本
銀
行

土
井
支
店

伽
西
日
本
銀
行
福
岡
流
通
セ
ン
タ
ー
支
店

伽
西
日
本
銀
行

新
宮
支
店

ｍ
西
日
本
銀
行

箱
崎
支
店

船
西
日
本
銀
行

久
山
支
店

伺
サ
ン
ネ
ツ
ト

伽
福
砂
屋

佛
昭
和
鉄
工

に
笠
松
会
有
吉
病
院

伺
ウ
エ
ダ
建
築
社

九
州
防
災
工
業
御

敬
称
略
　
順
不
同
）

０

西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

働
豊
友
設
備

総
合
産
業
伺

伽
ニ
ツ
コ
ク
ト
ラ
ス
ト

ｍ
メ
イ
デ
ン

ダ
イ
ア
ド
御

ｍ
ホ
ス
ピ
カ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
倉

口
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

伝
江
頭
会
さ
く
ら
病
院

働
ニ
チ
回
九
州
支
社

宗
教
法
人
善
隣
教

硼
リ
コ
ー
商
会

佃
橋
本
組

下
山
工
業
佃

学
校
法
人
原
学
園

冊
唐
人
町
プ
ラ
ザ
甘
実
館

大
和
産
業
硼
福
岡
支
店

社
会
福
祉
法
人
福
岡
ひ
ま
わ
り
の
里

大
成
印
刷
側

ｍ
ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

能
古
映
画
サ
ー
ク
ル

葉
山

政
志
③

川
島

貞
雄
◎

］序
　

洋
子
①

久
芳

正
隆
⑥

半
田

耕
典
⑥

武
藤

瑞
こ
④

荘
山

雅
敏
⑥

吉
田

洋

一
⑤

永
同
喜
代
太
⑩

神
戸

純
子
④

渡
辺
美
津
子
⑤

山
田

博
子
③

佐
藤

泰
弘
⑥

前
田

静
子
④

飯
国

　

晃
⑤

神
戸

　

聡
③

田
里

朝
男
⑤

吉
田
　
一
郎
①

池
田

修
三
③

岩
谷

正
子
③

小
川

正
幸
②

権
藤

菊
劇
②

井
手
俊

一
郎
②

増
田

主我
哉
④

宮
嶋
熊
太
郎
⑦

土
井

千
草
①

松
坂

洋
昌
④

稲
永

　

実
①

鹿
毛

博
通
④

古
川

映
子
③

松
井

俊
規
⑥

衛
藤

博
史
⑤

伊
藤

泰
輔
⑥

西
村

蓬
頭
⑥

執
行

敏
彦
④

渡
辺
千
代
子
②

後
藤

和
子
⑦

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田

啓
治
③

足
達

輔
治
⑤

中
村
ひ
ろ
え
③

古
賀

謹

三
⑦

野
尻

敬
子
③

大
野

幸
治
⑦

櫛
田

正
己
◎

青
木
良
之
助
◎

神
崎
憲
五
郎
⑦

金
子

柳
水
⑦

佐
野

　

至
⑥

井
手

親
栄
①

宮
崎

春
夫
①

鬼
丸

珀石
山
⑦

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山

元
泊
⑥

吉
瀬

ｂ不
雅
○

古
賀

義
朗
○

西
山

正
昭
⑥

市
丸
喜

一
郎
③

豊
島

嘉
穂
②

庄
野

陽

一
②

守
瀬

孝

二
①

鋤
田

祥
子
⑥

甲
本

達
也
②

日
本

政
宏
⑥

烏
井
裕
美
子
②

濱
北

折
［
郎
①

大
塚

博
久
⑦

辻
本

雅
史
⑤

松
田

　

革帰
⑦

杉
浦

五
郎
⑦

中
野

自田
子
③

大
谷

英
彦
⑤

野
崎

逸
郎
③

住
本

　

高ま
④

前
田
敏
也
子
○

村
山

士
口
庫
①

住
本

直
之
④

大
島

節
子
④

間
所
ひ
さ
子
⑥

伊
藤

英
邦
①

鹿
毛

光
子
①

古
賀

朝
生
①

林

　

正
孝
②

井
上

高田
策
②

田
中

寛
治
②

土
屋
伊
薩
雄
①

白
井

京
子
②

原

　

礼
子
①

小
堀
百
合
子
①

原

　

康

二
①

原

　

牧
子
①

杉
　
み
ど
り
④

原
　

祐

一
①

山
下

革月
久
②

杉
原

正
毅
⑥

大
久
保
　
白升
②

党

　

隆
雄
⑥

福
澤

口日
弘
②

小
嶋

幸
雅
⑤

福
本

孝
行
⑤

樋
口

陽

一
②

片
桐

道雪

一②

木
下

　

勤
③

酒
井
カ
ツ
ヨ
③

島

　

義
博
⑤

田
上

紀
子
③

中
畑

孝
信
③

西
島

道
子
⑮

西
嶋

洋
子
③

村
上

靖
朝
③

獄

村
　

魁
③

木
原

光
男
⑤

庄

野
健

次
②

鈴
木
恵
津
子
⑥

冨
永
紗
智
子
①

吉
村

陽
子
⑦

松
本
雄

一
郎
②

石
橋

善
弘
⑤

徳
重

　

認
①

岩
淵

謙
治
③

岸
本

雄

二
③

武
田

正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤

雄
文
⑤

西
嶋

克
司
⑥

樺
島

政
信
③

丸
橋

秀
雅
⑤

上
杉

和
稔
①

富
田

英
寿
⑥

野
上

折
口
子
①

益
尾

天
獄
⑥

小
山

正
文
①

石
橋

正
治
①

亀
石

正
之
①

藤
田
　
一
枝
③

松
尾

こ月
美
③

蓮
尾

正
博
③

森

　

祐
行
④

吉
安

蓉
子
③

村
上

　

牧
④

小
谷

修

一
④

阿
部

口日
弘
③

結
城

　

進
①

永
石

順
洋
③

重
松

史
郎
②

藤
吉
マ
ツ
ヱ
③

亀
井

勝
夫
②

岸
川

　

龍
①

山
本

光
玄
③

吉
開

史
朗
②

田
中

靖
高
①

香
立
冬
ヽヽ
ヱ
①

藤
瀬
三
枝
子
③

野
見
山
　
実
③

頃
末

隆
英
②

友
原

静
生
②

森
口

智
子
③

山
本

信
行
①

銀
度
玄
和
堂
診
療
所
〔∪

尾
澤

　

健
③

井
上

陽

一
②

寿
美

電
気
②

矢
野

鈴
子
②

藤
崎

和
子
②

宮
崎

正
直
④

原
田

雅
平
②

山
本

　

勲
②

高
根

　

一表
①

高
根

幸
子
①

柴
田

優
美
①

谷
口

澄
江
①

横
田

武
子
①

石
橋

順
子
①

御
寄
付
者
芳
名

有
吉
　
貌
様
　
園
木
勇
行
様

配共
　
　
孫姫
一　建体　
　
／
エ
ルウ
ィ
ル
ソ
ン様

「あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

※
新
規
の
御
加
入
⌒先
号
以
後
、
平
成
十
五
年
十

月

一
日
現
在
）を
、
記
載
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客
海裾
残

協
賛
会

（個
人
）年
間
１
万
円
（何
口
で
も
可
）

〃
　

（法
人
）年
間
３
万
円
（何
口
で
も
可
）

友
の
会

年
間
３
千
円
（何
口
で
も
可
）

（館
の
活
動
、
館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

〔
軸
鍋
齢
唯
捕
釧
岬
蒙

施
設
整
備
等
の

〕

納
入
方
法
――
郵
便
振
替
０
１
７
３
０
‐９
‐６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、
そ
の
都
度
本
誌
に
掲

載
、
以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社


